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自主的に勉強しよう 

 
宇都宮中央校 
　 内藤　 紀和 

 
１.好きこそものの上手なれ 
　 自分に合った勉強方法は千差万別です。
しかし、お勧めの考え方はあります。それは
「勉強は楽しい。知らないことを知ることは楽
しい。」ということです。 
  勉強の仕方は予習→授業→復習が基本
です。しかし、学生の頃の私は、予習をしてい
るという感覚はありませんでした。お菓子や
おもちゃを手に入れて家に帰る前に開封した
くなったことは、皆さんも経験があると思いま
す。新学年で新しい教科書が配られたとき・
明日から新しい範囲を学ぶというとき、私は、
それと同じことを感じました。「どんなことを
学ぶんだろう、次は何を知れるんだろう。」そ
う思うと、自然と教科書を開いて隅から隅ま
で読んでいました。もちろんわからないことも
ありましたが、「明日の授業ではその部分を
集中して聞こう。」と考えていたものです。 
今考えると、これが予習だったのです。

 
２.千里の道も一歩から 

　 事前に教科書を読んでいたので、授業では知りたいことや目的がはっきりしていたため、効率よく要点をとらえ
ることができたと思います。それでもわからないことに出会ったときには、「盛り上がってきたぞ！」「このハードルをクリ
アできたら、またレベルアップできる！」と考えていました。そして、授業でもそれ以外の時間でも、先生や友人に聞

いたり本で調べたりして解決していました。　 　  
 

３.継続は力なり 
　 このようにして「理解」できたら、休み時間や家での時間を使って、何回も繰り返し問題を解きます。そして、「定

着」できた知識は、定期テストや入試で存分に「応用」できるのです。 
　 考え方を少し変えただけです。コツは、どんなことにも「なぜ？」と疑問を持つこと、興味を持つことです。勉強は
やらされるものではありません。知りたいから自主的に勉強するのです。どんな知識も必ず皆さんの役に立ちますよ。
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Ｑ　

年
度
も
残
り
３
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

2024
こ
の
３
か
月
間
の｢
効
果
の
上
が
る
学
習
方

法｣

と
は
何
で
す
か
。 

Ａ　

(

林
明
夫
。
以
下
省
略)
　

 
(

１)

開
倫
塾
で
は
、｢

塾
生
目
標(

Ⅰ)
(

Ⅱ)
(

Ⅲ)｣

を
明
確
に
定
め
、
す
べ
て
の
塾
生
の

皆
様
が
こ
の
三
つ
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

最
大
限
、
御
支
援(

サ
ポ
ー
ト)
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。 

(

２)

開
倫
塾
の｢

塾
生
目
標｣

と
は
何
か
。 

(

Ⅰ)｢

学
校
成
績(

校
内
順
位)

大
幅
ア
ッ
プ｣ 

(

Ⅱ)｢

学
年
相
応
級
以
上
の
３
大
検
定
合
格｣ 

(

Ⅲ)｢

ト
ッ
プ
校
・
難
関
校
を
含
む
第
一
志

望
校
合
格｣ 

〇
こ
の
三
つ
で
す
。      

 
(

３)

こ
の
３
か
月
間
は
、
『
塾
生
目
標(

Ⅰ)
(

Ⅱ)(

Ⅲ)

』｣

の
実
現
の
絶
好
の
時
期
で
す
。

最
大
活
用
し
て
、｢

効
果
の
上
が
る
学
習
方

法｣

を
身
に
着
け
、
充
実
し
た
毎
日
を
お
送

り
く
だ
さ
い
。 

 

Ｑ　

そ
れ
で
は
お
聞
き
し
ま
す
。｢

塾
生
目
標(

Ⅰ)
｢

学
校
成
績(

校
内
順
位)

大
幅
ア
ッ
プ｣

の
た

め
、
こ
の
３
か
月
間
は
、
何
を
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
で
す
か
。 

Ａ(

１)｢

学
校
成
績(

校
内
順
位)

大
幅
ア
ッ
プ｣

を
確
実
に
す
る
方
法
と
し
て
一
番
確
実
な

の
は
、｢

定
期
試
験｣

で｢

全
教
科

点
満
点｣

100

を
目
指
す
こ
と
で
す
。 

(

２)

①
２
月
中
旬
の｢

学
年
末
試
験｣

に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
み
ま
し
ょ
う
。 

②
出
題
さ
れ
る
教
科
は
全
教
科
、
試
験

範
囲
は
１
年
分
の
全
範
囲
で
す
。 

(

３)

で
は
、
ど
う
す
れ
ば｢

学
年
末
試
験｣

で

｢

全
教
科

点
満
点｣

を
取
る
こ
と
が
で
き

100

る
の
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

①｢

学
年
末
試
験｣

の
勉
強
は
、
で
き
れ
ば

月
中
旬
か
ら
、
遅
く
と
も
、

月
に

11

12

入
っ
た
ら
１
日
も
早
く
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
ょ
う
。 

 

〇
な
ぜ
か
。｢

学
年
末
試
験｣

は
、
全
教

科
出
題
さ
れ
、
各
教
科
の
出
題
範
囲

は
、
１
年
分
だ
か
ら
で
す
。
き
ち
ん

と
勉
強
し
、

点
満
点
を
取
れ
る
ま

100

で
に
す
る
の
に
は
、
多
く
の
時
間
が

か
か
る
か
ら
で
す
。 

〇
年
が
明
け
、
お
正
月
休
み
を
終
え
て

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
、
間
に
合
い

ま
せ
ん
。 

〇｢

こ
の
文
章｣

を
読
ん
だ
「
今
日
」
か

ら
勉
強
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
く
だ
さ

い
ね
。 

(

４)

で
は
、
ど
の
よ
う
に｢

学
年
末
試
験｣

で

点
満
点
を
取
れ
ば
よ
い
か
。 
100①｢

学
校
教
科
書｣｢

学
校
問
題
集｣｢

学
校
教

材｣｢

授
業
ノ
ー
ト｣

を
、
ス
ミ
か
ら
ス
ミ

ま
で
も
う
一
度
勉
強
し
直
し
、
ス
ミ
か

ら
ス
ミ
ま
で
全
部
覚
え
る
こ
と
。 

②
そ
の
た
め
に
役
に
立
つ
の
が
、
全
教
科

の｢

学
校
教
科
書｣

を
用
い
て
、
ス
ラ
ス

ラ
よ
く
読
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
声

を
出
し
て
読
む
練
習
、
つ
ま
り
、｢

音
読

練
習｣

を
す
る
こ
と
。 

〇
大
切
な
こ
と
は
何
も
見
な
い
で
言
え

る
ま
で
に
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
、｢

暗

唱｣

す
る
こ
と
で
す
。 

〇｢

音
読
練
習｣

と｢

暗
唱｣

を
ひ
た
す
ら

繰
り
返
し
、
ス
ミ
か
ら
ス
ミ
ま
で
覚

え
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

③
次
に
、学
校
教
科
書
に
出
て
く
る｢

語
句｣

は
す
べ
て
、
正
確
に
書
け
る
よ
う
に
な

る
ま
で｢

書
き
取
り
練
習｣

を
繰
り
返
す

こ
と
。 

〇
各
教
科
の
大
切
な｢

語
句(

重
要
語

句)
｣

は
、
そ
の
意
味(

定
義)

を
含
め

何
も
見
な
い
で
言
え
て
、
書
け
る
ま

で
に
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
、｢

暗
記｣

す
る
こ
と
で
す
。 

④
最
後
に
、｢

学
校
教
科
書｣

や｢

学
校
問
題

集｣

に
出
て
く
る
す
べ
て
の｢

計
算
や
問

題｣

は
、
ノ
ー
ト
に
解
き
直
す
こ
と
。 

〇
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
解
答
に
な
る
か
が

よ
く｢

理
解｣

で
き
た｢

計
算
や
問
題｣

は
、
見
た
瞬
間
に
条
件
反
射
で
正
解

が
出
て
く
る
ま
で
、
繰
り
返
し｢

計
算

・
問
題
練
習｣

を
行
う
こ
と
で
す
。 

〇
こ
の｢

音
読
練
習(

暗
唱)｣｢

書
き
取
り

練
習(

暗
記)

｣
｢

計
算
・
問
題
練
習｣

を
、
開
倫
塾
で
は｢

定
着
の
た
め
の
３

大
練
習｣

と｢

定
義｣

し
て
い
ま
す
。 

〇｢

定
着
の
た
め
の
３
大
練
習
は
、
不
可

能
を
可
能
に
す
る｣

と
考
え
、
す
べ
て

の
塾
生
の
皆
様
に
お
す
す
め
し
て
い

ま
す
。 

⑤
以
上
と
同
時
並
行
し
て
、
学
年
末
試
験

に
出
題
さ
れ
た
各
教
科
の
過
去
問
練
習

も
、
効
果
的
で
す
。 

         
 

Ｑ　

｢

塾
生
目
標(

Ⅱ)｢

学
年
相
応
級
以
上
の
３
大

検
定
合
格｣

を
実
現
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
す
か
。 

Ａ(

１)｢

３
大
検
定
個
人
別
年
間
受
験
予
定
表｣

を
開
倫
塾
の
先
生
と
よ
く
相
談
し
な
が
ら

作
成
し
、
１
～
３
月
に
受
験
す
る
３
大
検

定
を｢

確
定｣

す
る
こ
と
で
す
。 

①
１
～
２
学
期
に
取
得
し
な
か
っ
た
３
大

検
定
は
、
す
べ
て
３
学
期
に
取
得
し
て

く
だ
さ
い
。 

②
小
６
、
中
３
、
高
３
の
受
験
学
年
も
、

入
試
が
終
了
し
た
人
や
、
入
試
の
合
間

な
ど
に
、
積
極
的
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ

い
ね
。 

〇
受
験
勉
強
で
頭
が
さ
え
わ
た
っ
て
い
ま

す
の
で
、
１
～
２
週
間
集
中
し
て
準
備

す
れ
ば
、
３
大
検
定
に
合
格
し
ま
す
。 

(

２)
締
め
切
り
日
ま
で
に
、
必
ず｢

受
験
申
し

込
み｣
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

(

３)｢

３
大
検
定｣

を
３
学
期
に
受
験
す
る
と

決
め
た
ら
、
そ
の
日
か
ら
試
験
当
日
ま
で
、

受
験
勉
強
を
す
べ
き
こ
と
、
当
然
で
す
。 

①
３
大
検
定
の｢
テ
キ
ス
ト｣

は
、
繰
り
返

し
、
何
回
で
も
何
十
回
で
も
勉
強
を
。 

②
３
大
検
定
の｢

過
去
問｣

も
、
３
年
分
～

５
年
分
、

年
分
、
難
し
い
級
に
な
れ

10

ば
な
る
ほ
ど
、
多
く
の
過
去
問
に
挑
戦

を
。 

③
一
度
解
い
た｢

過
去
問｣

と｢

解
答
、解
説｣

は
、
ス
ミ
か
ら
ス
ミ
ま
で
て
い
ね
い
に

｢

理
解｣

す
る
。｢

理
解｣

で
き
た
ら
、｢

定

着
の
た
め
の
３
大
練
習｣

を
繰
り
返
す
。

こ
れ
が
、
最
も
効
果
の
上
が
る
学
習
方

法
で
す
。 

 

Ｑ　

｢

塾
生
目
標(

Ⅲ)｢

ト
ッ
プ
校
・
難
関
校
を
含

む
第
一
志
望
校
合
格｣

を
果
た
す
た
め
に
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。 

Ａ(

１)

受
験
生
は
、
入
試
当
日
ま
で
、
夜
、
眠

る
時
間
以
外
は
、
ひ
た
す
ら
受
験
勉
強
を

す
る
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。 

(

２)

入
試
ま
で
の
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
教
科
、
ま
ん
べ
ん
な
く
合
格
点
を
取
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

(

３)

こ
の
時
期
、毎
日
の
よ
う
に｢

問
題
練
習｣

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
最
も
効
果
的
な
入

試
対
策
は
、
一
度
解
い
た
問
題
を
も
う
一

度
解
き
直
し
、｢

定
着
の
た
め
の
３
大
練
習｣

を
す
る
こ
と
で
、｢

復
習｣

を
行
う
こ
と
で

す
。 

 

Ｑ　

最
後
に
一
言
ど
う
ぞ 

Ａ(

１
）｢

読
解
力｣

が
不
足
し
て
い
る
と
、｢

学

年
末
試
験｣｢

３
大
検
定｣｢

入
学
試
験｣

の
問

題
文
や
設
問
、
選
択
肢
な
ど
を
試
験
時
間

内
に
正
確
に
読
み
解
き
、
正
解
を
導
く
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。 

(

２)｢

読
解
力｣

を
身
に
着
け
る
た
め
に
は
、

｢

辞
書｣｢

新
聞｣｢

読
書｣｢

図
書
館｣

に
慣
れ

親
し
み
、
活
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。 

(

３)

開
倫
塾
で
は
、
こ
れ
ら
に
少
し
ず
つ
慣

れ
親
し
み
、｢

読
解
力｣

を
身
に
着
け
る
こ

と
を
創
業
以
来
推
奨
し
続
け
て
い
ま
す
。 

(

４)｢

塾
生
目
標(

Ⅰ)(

Ⅱ)(

Ⅲ)｣

の
実
現
の

た
め
に
は
、
今
回
示
し
た｢

効
果
の
上
が
る

学
習
方
法｣

と
同
時
に
、｢

辞
書｣｢

新
聞｣｢

読

書｣｢

図
書
館｣

に
慣
れ
親
し
み
、｢

読
解
力｣

を
身
に
着
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

〇
同
じ
く
ら
い
の
熱
心
さ
で
お
取
り
組
み

く
だ
さ
い
ね
。
で
は
頑
張
っ
て
！ 

 

宇
都
宮
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
客
員
教
授 

作

新

学

院

大

学

客

員

教

授 
 (

)

　　林 明夫塾長からのメッセージ　　
  

　

 

年
１
月
～
３
月
ま
で
の
３
か
月
間
の｢

効
果
の
上
が
る
学
習
方
法｣

と
は 

2025

　
　

 
      

　
　
　

―
開
倫
塾｢

塾
生
目
標(

Ⅰ)(

Ⅱ)(

Ⅲ)｣

実
現
の
絶
好
の
時
期
―                         

 

　
　
　
　

                         
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
倫
塾　

塾
長  

林　
　
　

明　
　

夫 

286　　　                   　  　　開倫塾教育講演会シリーズ 
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三
和
校
校
長 佐

久
間　

和 
 

之 
 

　
　
　

１
．
今
回
の
茨
城
県
立
高
校
入
試 

　

令
和
７
年
度
茨
城
県
立
高
校
入
試
の
共
通
選

抜
は
２
月

日(

木)
、
特
色
選
抜
は
２
月

日

27

28

(

金)

に
行
わ
れ
ま
す
。
第
２
次
検
査
で
は
学
力

検
査
は
行
わ
れ
ず
、
調
査
書
と
面
接
等
で
合
否

判
定
を
し
ま
す
。 

　

前
年
度
か
ら
の
変
更
点
が
三
つ
あ
り
ま
す
。 

【
変
更
点
１
】 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
出
願 

　

前
年
度
は
茨
城
県
立
中
学
校
・
中
等
教
育
学

校
入
試
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
出
願

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、｢

出
願
し
た
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
不
備
等
の
た
め
、
出
願
で
き
て

い
な
か
っ
た
。｣｢

出
願
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
く

て
、
出
願
で
き
な
か
っ
た
。｣

等
の
ト
ラ
ブ
ル
が

何
件
か
あ
り
ま
し
た
。

月
２
日
か
ら
１
月
３

12

日
のW

eb

出
願
練
習
入
力
期
間
で
練
習
を
し
て

お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

【
変
更
点
２
】 

学
力
検
査
の
時
間
割
が
変
更　

 

　

前
年
度
ま
で
は｢

英
語
・
国
語
・
数
学
・
社
会

・
理
科｣

の
順
で
し
た
が
、｢

国
・
数
・
英
・
社

・
理｣

の
順
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
英
語
は｢

筆

記
テ
ス
ト(

分
間)｣｢

聞
き
取
り
テ
ス
ト(

分

35

15

間)｣

に
分
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
筆
記
テ
ス
ト

が

分
間
し
か
な
い
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
時

35
間
配
分
等
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
変
更
点
３
】 

　

外
国
人
生
徒
の
特
例
入
学
者
選
抜
で
は
学
力

検
査
問
題
等
へ
の
ル
ビ
振
り
を
全
校
で
実
施 

　

検
定
日
が
前
年
度
か
ら
２
月
に
前
倒
し
に
な

っ
た
た
め
、
受
験
勉
強
の
期
間
が
短
く
な
っ
た

だ
け
で
な
く
、
私
立
高
校
入
試
の
結
果
が
出
て

か
ら
県
立
高
校
の
出
願
を
す
る
ま
で
の
期
間
も

短
く
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
よ
り
計
画
的

に
受
験
勉
強
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

２
．
前
年
度
の
入
試
の
状
況 

<

倍
率>

前
年
度
の
茨
城
県
立
高
校
入
試
は
、
全

日
制
で
募
集
定
員
１
万
７
４
７
０
人
に
対
し
て

１
万
６
９
５
３
人
が
受
験
し
ま
し
た
。
合
格
者

数
は
１
万
５
５
１
９
人
で
し
た
の
で
、
実
質
倍

率
は

倍
と
な
り
、
一
昨
年
度
の

倍
か
ら
大

1.09

0.98

き
く
上
が
り
ま
し
た
。
水
戸
・
土
浦
・
つ
く
ば

方
面
等
の
一
部
の
普
通
科
進
学
校
で
は
高
倍
率

の
高
校
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
全
県

的
に
は
定
員
割
れ
の
高
校
も
多
く
見
ら
れ
、
倍

率
も
二
極
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
近
年
、
茨
城
県
立
中
学
校
が
新
設
さ

れ
た
た
め
、
高
校
入
試
の
募
集
定
員
に
も
影
響

が
出
て
い
ま
す
。
前
年
度
入
試
で
は
、
水
戸
一

高
と
土
浦
一
高
が

名
ず
つ
、
今
年
は
下
妻
一

80

高
と
水
海
道
一
高
が

名
ず
つ
削
減
さ
れ
ま
し

40

た
。
こ
の
影
響
で
一
部
の
高
校
で
は
倍
率
が
上

が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

３
．
合
格
を
目
指
し
て 

　

前
年
度
入
試
の
全
県
の
平
均
点
は
、
国

点
、

67

数

点
、
英

点
、
社

点
、
理

点
、
５
教

58

50

58

56

科

点
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す(

い
ず
れ
も
小
数

288
第
１
位
四
捨
五
入)

。
数
年
前
の
採
点
ミ
ス
の
影

響
で
出
題
傾
向
が
大
き
く
変
わ
り
、
入
試
平
均

点
も
大
き
く
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
記
述

式
の
問
題
も
増
え
て
き
て
、
少
し
ず
つ
平
均
点

が
下
が
っ
て
い
ま
す
。 

　

最
後
に
、
教
科
ご
と
の
出
題
傾
向
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

<

英
語>

長
文
問
題
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
英

語
の｢

読
解
力｣

も
必
要
で
す
。
長
文
を

速
く
正
確
に
読
む
練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。 

<

数
学>

近
年
で
は
最
も
高
い
平
均
点
だ
っ
た
た

め
、
今
年
度
は
難
易
度
を
上
げ
て
平
均

点
を
下
げ
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。 

<

社
会>

図
や
表
の
読
み
取
り
が
多
く
出
題
さ
れ
、

中
学
入
試
の
適
性
検
査
の
よ
う
で
す
。

単
純
な
暗
記
だ
け
で
は
難
し
い
で
す
。 

<

理
科>

教
科
書
に
あ
る
実
験
や
観
察
か
ら
の
出

題
が
多
い
の
で
、
普
段
の
学
校
で
の
学

習
が
大
切
で
す
。
実
験
の
手
順
や
方
法

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

　

本
番
ま
で
あ
と
少
し
で
す
。
ま

ず
は
、
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、｢

何
が
何

で
も
志
望
校
に
合
格
す
る｣

と
い

う
強
い
信
念
を
持
っ
て
、
受
験
当

日
ま
で
一
心
不
乱
に
受
験
勉
強
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　
　
　
　
　
　

新
桐
生
校
校
長 

津
久
井　

一　

則 
 

　
　
　

１
．
入
試
の
概
要 

　

群
馬
県
公
立
高
校
入
試
は
、
新
し
い
制
度
に

な
っ
て
今
年
が
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
令
和
５

年
度
ま
で
の
前
期
選
抜
入
試(

２
月
実
施)

と
後

期
選
抜
入
試(

３
月
実
施)

の
２
回
の
受
験
の
チ

ャ
ン
ス
が
、
昨
年
度
か
ら
２
月
試
験
の
１
回
に

な
り
ま
し
た
。
選
抜
方
法
は
、
当
日
の
学
力
重

視
の
「
総
合
型
選
抜
」
と
、
主
に
調
査
書
が
重

視
さ
れ
、
通
知
表
の
評
定
や
部
活
動
の
実
績
が

評
価
さ
れ
る
「
特
色
型
選
抜
」
の
二
つ
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
選
抜
の
定
員
に
対
す
る
比
率
は
、

各
高
校
で
異
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
志
望
校

が
ど
の
よ
う
な
比
率
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
必

ず
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

２
．
今
年
度
の
入
試
は 

　

今
年
度
の
入
試
は
、
２
月

日(

木)

、

日

20

21

(

金)

の
２
日
間
行
わ
れ
、
１
日
目
に
５
教
科
の

学
力
検
査
、
２
日
目
に
面
接(

一
部
高
校
で
実
技

検
査)

を
実
施
し
ま
す
。
先
ほ
ど
述
べ
た
通
り
、

選
抜
方
法
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
、「
総
合

型
選
抜
」は
当
日
の
学
力
検
査
が
重
視
さ
れ
、「
特

色
型
選
抜
」
で
は
調
査
書
の
評
定
お
よ
び
特
別

活
動
等
の
実
績
が
重
視
さ
れ
ま
す
。 

 

３
．
注
意
す
べ
き
三
つ
の
こ
と 

　

一
見
、
以
前
の
入
試
を
一
度
に
ま
と
め
た
だ

け
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
特
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
変
更
点
が
三
つ
あ
り
ま
す
。 

　

一
つ
目
は
、
高
校
に
よ
っ
て
「
総
合
型
」「
特

色
型
」
の
優
先
順
が
異
な
る
点
で
す
。
普
通
科

進
学
高
校
の
ほ
と
ん
ど
は
、「
総
合
型
選
抜
」
で

定
員
の
約
８
割
の
合
格
者
を
決
め
た
あ
と
、
残

り
の
約
２
割
を
「
特
色
型
選
抜
」
で
決
め
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
実
業
高
校
は
、「
特
色
型
選
抜
」

で
定
員
の
約
５
割
の
合
格
者
を
決
め
た
あ
と
、

残
り
の
約
５
割
を
「
総
合
型
選
抜
」
で
決
め
ま

す
。
つ
ま
り
、
進
学
校
は
「
学
力
重
視
」、
実
業

高
校
は
「
部
活
動
重
視
」
の
傾
向
が
強
く
な
っ

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

二
つ
目
は
、
部
活
等
の
実
績
で
高
校
入
試
合

格
を
目
指
し
て
い
て
も
、
当
日
の
学
力
検
査
の

点
数
が
低
い
と
、
合
格
が

か
な
り
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
点
で
す
。
面
接

の
際
に
使
用
さ
れ
る
「
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
ー
ト
」
で
、

部
活
動
の
実
績
や
中
学
校

で
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
、

高
校
で
頑
張
り
た
い
こ
と

な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
当
日
の
学
力
検
査
で
も
合
格
基
準
を
超

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
特
別

活
動
や
部
活
動
の
実
績
だ
け
に
頼
っ
た
準
備
で

は
不
十
分
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。で
す
か
ら
、「
総

合
型
」
と
「
特
色
型
」
の
ど
ち
ら
で
も
合
格
で

き
る
よ
う
に
、
高
校
側
が
求
め
る
学
力
を
満
た

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　

最
後
は
、「
特
色
型
選
抜
」
で
の
学
力
検
査
の

比
重
が
、
ど
の
高
校
も
高
く
な
っ
て
い
る
点
で

す
。
進
学
校
で
は
「
特
色
型
」
の
選
抜
方
法
に

お
い
て
も
、
学
力
検
査
は
全
体
の
約
３
割
～
４

割
を
占
め
て
お
り
、
当
日
の
得
点
次
第
で
合
否

が
分
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
志

望
校
に
合
格
す
る
に
は
、
調
査
書
、
部
活
動
、

生
徒
会
活
動
と
同
時
に
、
確
実
な
学
力
が
必
要

不
可
欠
に
な
り
ま
す
。 

 

４
．
今
年
度
か
ら
始
ま
る
こ
と 

令
和
７
年
度
の
入
試
か
ら
新
し
く
始
ま
る
の

が
ウ
ェ
ブ
出
願
で
す
。
中
学
校
の
先
生
か
ら
説

明
を
受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
受
験
者
や

保
護
者
の
皆
様
が
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
出
願
か
ら
合
格

発
表
ま
で
の
す
べ
て
の
手
続
き
を
行
う
も
の
で

す
。
事
前
に
開
設
さ
れ
る
「
テ
ス
ト
ペ
ー
ジ
」

を
利
用
し
て
、
練
習
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
操
作
で
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
サ
ポ

ー
ト
デ
ス
ク
に
問
い

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。 

　

年
が
明
け
る
と
、

入
試
本
番
ま
で
は
１

か
月
半
あ
ま
り
で
す
。

体
調
を
整
え
、
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て

く
だ
さ
い
。 

               
 

茨
城
県
公
立
高
校
入
試　

  　開倫塾の行事
 

群
馬
県
公
立
高
校
入
試
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英
検
５
級 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添　

田　

仁　

美 

¨
今
月
は
、
英
検
５
級
の
合
格
を
勝
ち
取
る
た

め
に
、
過
去
問
演
習
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

傾
向
を
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。
大
問
１
の
語
句
補

充
で
は
、
わ
か
ら
な
い
単
語
が
出
て
き
た
ら
、

単
語
帳
に
リ
ス
ト
を
作
り
、
す
き
間
時
間
に
見

直
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
大
問
２
の
会
話
文

は
、
会
話
特
有
の
表
現
を
一
つ
一
つ
覚
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
大
問
３
は
整
序
英
作
文
で
す
。

正
し
い
英
文
に
な
る
よ
う
に
英
文
の
ル
ー
ル
を

確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

¨
最
後
は
、
リ
ス
ニ
ン
グ
で
す
。
リ
ス
ニ
ン
グ

問
題
は
、
聞
き
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

繰
り
返
し
何
度
も
何
度
も
聞
い
て
、
耳
を
英
語

に
慣
れ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
毎
日
英
語

に
触
れ
て
、
出
て
き
た
フ
レ
ー
ズ
を
声
に
出
し

て
言
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
合
格
目
指
し
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

                
 

英
検
４
級 

田　

中　

正　

貴 

¨
今
回
は
、
英
検
直
前
の
対
策
に
つ
い
て
４
点

お
話
し
ま
す
。
直
前
の
勉
強
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。 

¨
①
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
対
策
…
中
学
校
の
教
科
書

や
英
検
４
級
レ
ベ
ル
の
問
題
集
を
使
い
、
短
い

文
を
た
く
さ
ん
読
む
と
読
解
力
が
付
い
て
き
ま

す
。
ま
た
、
文
章
の
要
点
を
つ
か
む
た
め
に
は
、

質
問
に
対
し
て
正
確
に
答
え
る
練
習
が
必
要
で

す
。
②
リ
ス
ニ
ン
グ
対
策
…
過
去
問
の
リ
ス
ニ

ン
グ
問
題
を
多
く
解
い
て
、
出
題
傾
向
を
押
さ

え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
常
会
話
に
慣
れ
る
た

め
に
、
英
語
の
ア
ニ
メ
な
ど
を
観
て
、
日
常
的

な
フ
レ
ー
ズ
や
リ
ズ
ム
に
触
れ
て
お
く
の
も
効

果
的
で
す
。
③
過
去
問
の
活
用
…
過
去
問
を
解

く
こ
と
で
、
試
験
形
式
や
出
題
傾
向
に
慣
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
時
間
を
計
っ
て
解

く
と
、
本
番
に
近
い
感
覚
を
養
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
④
直
前
対
策
…
直
前
に
は
、
苦
手
な
部

分
を
復
習
し
て
、
リ
ス
ニ
ン
グ
や
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
の
実
戦
練
習
を
多
く
行
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

 

英
検
３
級 

野　

部　

恭　

吾 

¨
今
月
は
、｢

英
検
３
級
対
策｣

に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
英
検
３
級
は
、
中
学
校
卒
業
レ
ベ
ル

の
英
語
力
を
測
る
テ
ス
ト
で
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

リ
ス
ニ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
３
セ
ク
シ
ョ

ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
で
は
、
短
文
の
穴
埋
め
問
題
や
長
文
読
解
問

題
が
出
題
さ
れ
、
基
本
的
な
文
法
や
単
語
・
熟

語
の
知
識
が
問
わ
れ
ま
す
。、
リ
ス
ニ
ン
グ
は
、

日
常
会
話
を
題
材
に
し
た
問
題
が
中
心
で
、
正

確
に
聞
き
取
る
力
が
必
要
で
す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
で
は
、
自
分
の
意
見
や
理
由
を
必
要
な
語
数

の
英
文
で
表
現
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

¨
こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
、
過
去
問
を
解
い
て

出
題
傾
向
を
つ
か
む
こ
と
、
英
単
語
や
熟
語
を

暗
記
す
る
こ
と
、
リ
ス
ニ
ン
グ
練
習
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

基
本
的
な
英
文
を
た
く
さ
ん
身
に
着
け
て
お
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
過
去
問
は
時
間
を
計

っ
て
解
く
と
、
時
間
配
分
が
身
に
着
き
ま
す
。

計
画
を
立
て
て
勉
強
に
励
み
ま
し
ょ
う
。 

 

小
５
算
数 

 
 
 
 

遠　

山　
　
　

誠 

¨
今
月
は
、｢

割
合
と
グ
ラ
フ｣

を
学
習
し
ま
す
。

先
月
は
、
割
合
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
そ

の
割
合
を
、
グ
ラ
フ
に
表
す
こ
と
を
学
び
ま
す
。

全
体
を
長
方
形
で
表
し
、
割
合
に
し
た
が
っ
て

区
切
っ
た
も
の
を｢

帯
グ
ラ
フ｣

、
全
体
を
円
で

表
し
、
割
合
に
し
た
が
っ
て
区
切
っ
た
も
の
を

｢

円
グ
ラ
フ｣

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
グ
ラ
フ

か
ら
全
体
に
対
す
る
部
分
の
割
合
を
み
た
り
、

部
分
ど
う
し
の
割
合
を
比
べ
た
り
し
ま
す
。
で

す
か
ら
、
割
合
を
正
確
に
計
算
し
、
割
合
の
大

き
い
順
に
区
切
っ
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
割
合
の
計
算
を
確
実
に
身
に
着
け
ま
し
ょ

う
。 

¨
ま
た
、｢

応
用｣

と
し
て
、
帯
グ
ラ
フ
を
た
て

に
並
べ
て
書
く
こ
と
に
よ
り
、
割
合
の
変
化
を

グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

小
５
国
語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 

尾　

花　
　
　

陽 

¨
今
月
は
、｢

敬
語｣

を
学
習
し
ま
す
。
敬
語
に

は
、
①
尊
敬
語(

相
手
や
話
題
に
な
っ
て
い
る
人

を
う
や
ま
う
気
持
ち
を
表
す)

、
②
け
ん
じ
ょ
う

語(

自
分
や
身
内
の
動
作
な
ど
を
低
め
て
言
う
こ

と
で
、
相
手
や
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
に
敬
意

を
表
す)

、
③
て
い
ね
い
語(

あ
ま
り
親
し
く
な

い
人
や
大
勢
の
人
に
対
す
る
敬
意
を
表
す)

の
３

種
類
が
あ
り
ま
す
。
①
と
②
は
ど
ち
ら
も
相
手

を
高
め
る
言
い
方
で
、
混
同
し
が
ち
で
す
。
そ

こ
で
、
主
語
に
着
目
し
、
①
は
自
分
や
身
内
以

外
の
人
な
ど
が
主
語
の
と
き
に
使
い
、
②
は
自

分
や
身
内
が
主
語
の
と
き
に
使
う
と
覚
え
て
区

別
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、
主
語
が
な
い
文
も
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
③

で
は｢

で
す
・
ま
す
・
ご
ざ
い
ま
す｣

な
ど
の
言

葉
を
使
う
こ
と
も
押
さ
え
ま
し
ょ
う
。 

¨
場
面
に
よ
っ
て
敬
語

を
使
い
分
け
る
の
は
難

し
い
で
す
。
慣
れ
る
こ

と
が
一
番
で
す
の
で
、

普
段
か
ら
ど
ん
ど
ん
使
い

ま
し
ょ
う
。 

 

小
６
算
数 

土　

公　

優　

企 

¨
今
月
は
、｢

比｣

を
学
習
し
ま
す
。
比
は
二
つ

以
上
の
数
量
の
割
合
を
表
す
と
き
に
使
い
ま
す
。

料
理
の
レ
シ
ピ
な
ど
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
比
は
、
比
の
値
と
し
て
分

数
で
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
た
が
っ
て
、｢

等

し
い
比｣

の
求
め
方
や｢

比
を
簡
単
に
す
る｣

方
法

は
、
分
数
の｢

通
分｣

や｢

約
分｣

と
と
て
も
似
て

い
ま
す
。
練
習
す
る
と
す
ぐ
に｢

理
解｣｢

定
着｣

で
き
る
単
元
で
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
問
題
に

触
れ
て
く
だ
さ
い
。 

¨
基
礎
問
題
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
文

章
題
に
も
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。
問
題
文
を
読
ん

で
数
量
と
比
の
関
係
を
数
直
線
で
表
す
こ
と
が

｢

理
解｣

に
つ
な
が
り
ま
す
。
数
直
線
で
表
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
数
量
と
比
の
関
係
を
比
の
式

で
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
学
・
高
校
の
理

科
で
も
利
用
す
る
こ
と
の
多
い
内
容
で
す
。
繰

り
返
し
練
習
し
て｢

定
着｣

さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

小
６
国
語 

前　

田　
　
　

匠 

¨
６
年
生
の
国
語
の
授
業
も
あ
と
２
か
月
で
終

了
し
ま
す
。
今
月
は
、｢

小
学
国
語
の
ま
と
め｣

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
押
さ
え
て
お
い
て
ほ

し
い
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は｢

書
き

取
り
練
習
の
や
り
方｣

で
す
。
中
学
校
で
習
う
漢

字
は
約
千
百
十
字
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
覚
え

る
た
め
に
は
書
き
取
り
練
習
が
必
要
で
す
。
書

き
取
り
練
習
の
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

校
舎
の
先
生
に
質
問
し
て｢

理
解｣

し
、
書
き
取

り
練
習
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。 

¨
二
つ
目
は｢

敬
語
の
使
い
方｣

で
す
。
中
学
校

で
は
、
敬
語
を
使
う
場
面
が
多
く
出
て
き
ま
す
。

先
生
や
先
輩
に
適
切
な
敬
語
が
使
え
る
よ
う
に
、

よ
く
使
う
敬
語
を
見
直
し
て
備
え
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
皆
さ
ん
が
楽
し
い
中
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
一
所
懸
命
指
導
し
ま
す
。

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

中
１
英
語 

田　

中　

雅　

典 

¨
今
月
は
、｢

不
規
則
動
詞
の
過
去
形｣

を
学
習

し
ま
す
。
不
規
則
動
詞
は
、
文
字
通
り
過
去
形

が
様
々
に
変
化
し
ま
す
。
暗
記
す
る
量
が
多
い

た
め
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
単
元
で
す
ね
。

ま
ず
は
、
ど
の
動
詞
が
不
規
則
変
化
を
す
る
動

詞
で
あ
る
の
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
上

で
、
原
形
と
過
去
形
を
セ
ッ
ト
で
覚
え
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。 

¨
覚
え
方
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
音
読
を
し
ま

し
ょ
う
。
読
み
方
が
複
雑
な
動
詞
も
あ
る
の
で
、

塾
の
先
生
の
発
音
を
よ
く
聴
い
て
ま
ね
し
て
言

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
正
し
く
読
め
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
次
は
書
き
取
り
練
習
で
す
。

複
雑
な
も
の
も
あ
る

の
で
、
十
分
に
時
間

を
取
っ
て
練
習
し
て

く
だ
さ
い
。
塾
の
自

習
室
で
の
学
習
も
大

歓
迎
で
す
。
頑
張
っ

て
覚
え
ま
し
ょ
う
。 

 
 

自 

己 

学 

習 

能 

力 

を 

育 

て 

よ 

う 
        

 

　
｢

学
習
の
３
段
階
理
論｣

を
使
っ
て
結
果
の
出
せ
る
勉
強
方
法
を
身
に
着
け
よ
う 

小 
学 

部

中 

学 

部

  　自己学習能力を育てよう
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中
１
数
学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 

信　

夫　

鐘　

文 
¨
今
月
は
、｢

空
間
図
形｣

を
学
習
し
ま
す
。
角

柱
や
円
柱
、
角
錐
や
円
錐
、
球
の
体
積
と
表
面

積
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト

は
二
つ
で
す
。 

¨
一
つ
目
は
、
似
た
よ
う
な
公
式
の
そ
れ
ぞ
れ

を
正
し
く｢

理
解｣
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

柱
体
の
体
積
を
求
め
る
公
式
は｢

底
面
積×

高

さ｣

で
す
が
、
錐
体
は
そ
こ
に｢

三
分
の
一｣

を
か

け
る
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
二
つ
目
は
、

ど
の
数
が
公
式
の
ど
の
部
分
に
な
る
か
、
混
同

し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
三

角
柱
の
体
積
を
求
め
る
公
式
は｢
三
角
形
の
面
積

×

高
さ｣

で
す
。
こ
の
高
さ
は
立
体
の
高
さ
の
こ

と
で
す
。
底
面
で
あ
る
三
角
形
の
面
積
を
求
め

る
公
式
に
も｢

高
さ｣

が
あ
り
ま
す
。同
じ｢
高
さ｣

と
い
っ
て
も
違
う
部
分
な
の
で
す
。
こ
う
い
う

細
か
い
点
に
着
目
し
な
が
ら
、
先
生
の
説
明
を

よ
く
聴
い
て｢

理
解｣

し
、練
習
を
重
ね
て｢

定
着｣

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

                 
 

中
１
国
語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

増　

田　
　
　

想 

¨
今
月
は
、｢

古
文｣

を
学
習
し
ま
す
。
長
年
読

み
継
が
れ
て
き
た
古
文
に
は
、
懸
命
に
生
き
る

人
間
の
姿
と
、
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
現
代
と
言
葉
遣
い
や
仮
名
遣
い

は
違
っ
て
い
て
も
、
人
生
の
変
わ
ら
ぬ
真
実
が

胸
を
打
ち
ま
す
。 

¨
古
文
を
読
む
と
日
本
語
の
変
化
も
わ
か
り
ま

す
。
ま
ず
は
仮
名
遣
い
の
変
化
で
す
。
例
え
ば
、

古
文
に
出
て
く
る｢

あ
は
れ｣

や｢

ち
ひ
さ
き｣

は
、

現
代
の
仮
名
遣
い
で
は｢

あ
わ
れ｣｢

ち
い
さ
き｣

と
表
記
し
ま
す
。
傍
線
の｢

は｣｢

ひ｣

な
ど
の
ハ

行
は
、
古
く
は
そ
の
仮
名
の
と
お
り
に
発
音
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
平
安
時
代
中
頃
か
ら

語
頭
以
外
の
ハ
行
の
音
が
ワ
行
の｢

ワ
・
ヰ
・
ウ

・
ヱ
・
ヲ｣

の
音
に
変
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

｢

ワ｣

以
外
の
音
が
、
ア
行
の
音
と
同
じ
に
な
り

ま
し
た
。
古
文
の
仮
名
遣
い
は｢

歴
史
的
仮
名
遣

い｣

と
呼
ば
れ
ま
す
。 

 

中
１
理
科 

戸　

叶　

直　

輝 

¨
今
月
は
、｢

大
地
が
ゆ
れ
る
・
大
地
が
火
を
ふ

く｣

の
単
元
で
、
地
震
や
火
山
、
地
層
に
つ
い
て

の｢

理
解｣

を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
の
単

元
は
暗
記
が
メ
イ
ン
で
、
覚
え
れ
ば
覚
え
た
分

だ
け
試
験
の
点
数
に
反
映
さ
れ
る
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
裏
を
返
せ
ば
、
手
を
抜
い
た
分
だ

け
周
り
と
差
が
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
語
一
句
を
正
確
に
覚
え
て
自
分
の
も
の

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

¨
地
震
は
計
算
が
メ
イ
ン
の
分
野
で
す
。
距
離

・
速
さ
・
時
間
の
中
で
何
が
問
わ
れ
て
い
る
の

か
を
注
意
深
く
確
認
し
つ
つ
、
２
地
点
間
の
情

報
を
整
理
す
る
こ
と
で
正
し
く
問
題
に
答
え
ら

れ
ま
す
。
火
山
・
地
層
に
関
し
て
は
、
ど
れ
だ

け
効
率
よ
く
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
い
く
か
が
重
要

で
す
。
語
呂
合
わ
せ
な
ど
で
楽
し
く
覚
え
、｢

定

着｣

を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

 

中
１
社
会 

巻　

島　

彰　

徳 

¨
今
月
は
、｢

オ
セ
ア
ニ
ア
州｣｢

東
ア
ジ
ア
世
界

と
の
関
わ
り
と
社
会
の
変
動(

２)｣

の
学
習
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。　

｢

オ
セ
ア
ニ
ア
州｣

で
は
、

こ
れ
ま
で
の
地
域
同
様
に
、
気
候
や
文
化
の
特

徴
を｢
理
解｣

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
乾

燥
帯
が
多
い
こ
と
、
白
豪
主
義
か
ら
多
文
化
社

会
へ
の
変
化
と
い
っ
た
点
を
中
心
に｢

定
着｣

さ

せ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
農
業
の
特
色
や
産
出

さ
れ
る
鉱
産
資
源
に
つ
い
て
押
さ
え
ま
し
ょ
う
。 

¨｢

東
ア
ジ
ア
世
界
と
の
関
わ
り
と
社
会
の
変
動

(

２)｣

で
は
、
主
に
室
町
時
代
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
戦
国
時
代
と
呼
ば
れ
る
時
代
へ
の
転
換
点

を
確
実
に｢

理
解｣

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
戦
国

大
名
が
そ
れ
ま
で
の
守
護
大
名
と
ど
こ
が
違
う

の
か
が
重
要
で
す
。
最
後
に
、
北
山
、
東
山
と

言
わ
れ
る
二
つ
の
文
化
を
学
習
し
ま
す
。
北
山

文
化
、
東
山
文
化
で
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
事

項
を
押
さ
え
ま
し
ょ
う
。 

               
 

中
２
英
語 

伊　

藤　

友　

久 

¨
今
月
は
、｢

比
較
②｣

を
学
習
し
ま
す
。
比
較

級
を
作
る
と
き
に
、
比
較
的
つ
づ
り
の
長
い
形

容
詞
や
副
詞
はm

ore

を
前
に
つ
け
ま
す
。
例

え
ば
、This book is m

ore interesting than 
that 

one.

は｢

こ
の
本
は
あ
の
本
よ
り
面
白

い
。｣

と
な
り
ま
す
。
最
上
級
を
作
る
と
き
も
、

比
較
的
つ
づ
り
の
長
い
形
容
詞
や
副
詞
はm

ost

を
前
に
つ
け
ま
す
。
例
え
ば
、Lake M

ashu is 
the m

ost beautiful lake in Japan.

は｢

摩

周
湖
は
日
本
で
一
番
美
し
い
湖
で
す
。｣

と
な
り

ま
す
。 

 

¨m
ore

やm
ost

を
使
っ
て
比
較
級
、
最
上
級

を
作
る
形
容
詞
、
副
詞
はbeautiful (

美
し
い)

、

interesting (

興
味
深
い)

、expensive (

高
価

な)

、im
portant (

重
要
な)

、difficult (

難
し

い)

、quickly
(

よ
り
速
く)

、easily (

よ
り
簡

単
に)

な
ど
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
確
実
に
暗
記

し
ま
し
ょ
う
。good

やw
ell

は
不
規
則
に
変

化
し
、
比
較
級
はbetter

に
、
最
上
級
はbest

に
な
る
こ
と
も
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

中
２
数
学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　

 

伊　

藤　

幸
一
郎 

¨
今
月
の
単
元
は｢

デ
ー
タ
の
分
析｣

で
す
。
こ

こ
で
は
、
中
１
生
の｢

資
料
の
整
理
と
活
用｣

を

発
展
さ
せ
、
複
数
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
て
説
明

し
た
り
、
判
断
し
た
り
す
る
こ
と
を
学
習
し
て

い
き
ま
す
。 

¨
こ
の
単
元
で
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、｢

四
分

位
数｣

と｢

箱
ひ
げ
図｣

で
す
。
デ
ー
タ
を
小
さ
い

順
に
並
べ
て
四
等
分
す
る
と
き
の
、
三
つ
の
区

切
り
の
値
を｢

四
分
位
数｣

、
そ
の
四
分
位
数
を

最
小
値
、
最
大
値
と
と
も
に
図
に
表
し
た
も
の

が｢

箱
ひ
げ
図｣｣

で
す
。箱
ひ
げ
図
を
用
い
る
と
、

デ
ー
タ
の
ば
ら
つ
き
具
合
が
見
え
る
化
さ
れ
、

複
数
デ
ー
タ
を
比
較
す
る
こ
と
に
も
有
効
で
す
。

デ
ー
タ
分
析
の
第
一
歩
と
し
て
、
と
て
も
興
味

深
い
内
容
で
す
。
計
算
ベ
ー
ス
の
数
学
と
は
か

な
り
異
な
る
内
容
で
す
が
、
最
近
で
は
入
試
に

ほ
ぼ
毎
年
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が

ら
し
っ
か
り
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

中
２
国
語 

窪　

田　

瑞　

己 

¨
今
月
は
、｢

論
説
文
の
読
解｣

に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
論
説
文
と
は
、
あ
る
事
柄
に
つ
い
て

の
筆
者
の
考
え
や
主
張
を
、
筋
道
を
立
て
て
書

い
た
も
の
で
す
。
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
筆
者

の
主
張
と
、
そ
の
根
拠
を
読
み
取
る
こ
と
で
す
。 

¨
ま
ず
、
筆
者
の
主
張
を
見
つ
け
る
際
は
、
最

初
の
段
落
、
も
し
く
は
最
後
の
段
落
に
注
目
し

ま
し
ょ
う
。
筆
者
が
最
も
伝
え
た
い
こ
と
は
、

最
初
か
最
後
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
か

ら
で
す
。
筆
者
の
主
張
を
と
ら
え
た
ら
、
次
に

そ
の
根
拠
と
な
る
部
分
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
根
拠
を
見
つ
け
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、｢

こ

の
話
は
結
論
に
ど
う
結
び
つ
い
て
い
く
ん
だ
ろ

う｣

と
考
え
な
が
ら
文
章
を
読
む
こ
と
で
す
。
段

落
ご
と
に
内
容
を
整
理
し
、
結
論
と
の
結
び
つ

き
方
を
考
え
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
く
と
、
根

拠
が
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

中
２
理
科 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 

小　

島　

佑　

介 

今
月
は
、｢

気
象
の
し
く
み｣

に
つ
い
て
学
習

し̈
ま
す
。
ま
ず
、
天
気
記
号
、
風
向
・
風
力
の

表
し
方
を
学
習
し
ま
す
。
次
に
、
単
位
面
積
に

加
わ
る
力
の
大
き
さ
で
あ
る
圧
力
の
公
式
を
学

習
し
ま
す
。
空
気
の
圧
力
で
あ
る
気
圧
に
は
、

ま
わ
り
よ
り
も
中
心
の
気
圧
の
高
い
高
気
圧
、

低
い
低
気
圧
が
あ
り
ま
す
。
低
気
圧
で
は
上
昇

気
流
が
生
じ
、
雲
が
で
き
や
す
く
、
く
も
り
や

雨
に
な
り
ま
す
。
最
後
に
、
空
気
中
の
水
の
変

化
を
学
習
し
ま
す
。
空
気
が
含
む
こ
と
が
で
き

る
最
大
の
水
蒸
気
量
を
飽
和
水
蒸
気
量
と
い
い
、

気
温
が
高
い
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま
す
。
空
気
中

に
含
ま
れ
る
水
蒸
気
量
を
、
そ
の
と
き
の
気
温

の
飽
和
水
蒸
気
量
に
対
す
る
百
分
率
で
表
し
た

も
の
を
湿
度
と
い
い
ま
す
。 

試
験
で
は
、
圧
力
と
湿

度̈
の
計
算
問
題
が
よ
く
出

題
さ
れ
ま
す
。
授
業
を
し

っ
か
り
と
聞
い
て
公
式
を

｢

理
解｣

し
、
何
度
も
練
習

し
て｢

定
着｣

さ
せ
ま
し
ょ

う
。 

 

中
２
社
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 

木　

村　
　
　

勉 

今
月
の
地
理
は
、｢

東
北
地
方｣

を
学
習
し
ま

す̈
。
ま
ず
は
６
県
の
位
置
と
名
前
を
覚
え
ま
し

ょ
う
。
自
然
は
地
図
を
見
な
が
ら
、
山
、
川
、

平
野
な
ど
を
押
さ
え
て
く
だ
さ
い
。
平
野
は
、

庄
内
平
野
の
米
、
津
軽
平
野
の
り
ん
ご
な
ど
、

農
業
に
関
連
づ
け
て
覚
え
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
や
ま
せ
、
潮
目
、
リ
ア
ス
海
岸

な
ど
の
重
要
語
句
を
、
一
つ
一
つ｢

定
着｣

さ
せ

ま
し
ょ
う
。 

歴
史
は
、｢

第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本｣

を
学

習̈
し
ま
す
。
帝
国
主
義
下
の
世
界
で
元
々
強
か

っ
た
国
と
新
し
く
台
頭
し
て
き
た
国
と
の
対
立
。

な
ぜ
戦
争
は
起
こ
っ
た
か
を｢

理
解｣

し
ま
し
ょ

う
。
次
に
、
戦
時
中
の
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、

日
本
の
動
き
に
注
目
し
、
戦
後
の
パ
リ
講
和
会

議
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
で
世
界
は
ど
う
な
っ
た

の
か
、
ま
た
、
国
際
連
盟
や
民
族
運
動
の
動
向

も｢

理
解｣

し
ま
し
ょ
う
。
重
要
語
句
は
何
度
も

書
い
て｢

定
着｣

さ
せ
、
問
題
を
た
く
さ
ん
解
い

て
応
用
力
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

f

  　自己学習能力を育てよう

e
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中
３
英
語 

磯　
　
　

松　

樹 
¨
今
月
は
、｢

仮
定
法｣

を
学
習
し
ま
す
。I w

ish
やIf
を
用
い
て｢

～
で
あ
れ
ば
よ
い
の
に｣｢

…

で
あ
れ
ば
～
だ
ろ
う｣

と
、
実
際
に
は
異
な
る
願

望
や
可
能
性
が
低
い
内
容
を
表
す
表
現
で
す
。

｢
I 

w
ish

＋
主
語
＋
過
去
形｣｢

If

＋
主
語
＋
過

去
形｣

の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
動
詞
は
過
去
形
で

表
し
ま
す
。I w

ish I had a pen.｢

ペ
ン
が
あ

れ
ば
い
い
の
に
な
あ
。｣

If I had a pen
, I 

could w
rite to you.｢

も
し
ペ
ン
が
あ
れ
ば
、

あ
な
た
に
手
紙
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
に
な

あ
。｣

両
方
と
も
動
詞
が
過
去
形
で
あ
る
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
主
語
がI

で
も

動
詞
はw

ere

を
用
い
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

be

｢
If I w

ere you
,

～｣｢
I w

ish I w
ere

～｣

と

な
り
ま
す
。 

¨
授
業
を
し
っ
か
り
聞
い
て｢

理
解｣

し
、
正
し

い
英
文
が
書
け
る
よ
う
に
何
度
も
練
習
し
て｢
定

着｣

さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

中
３
数
学 

 
 
 
 
 

麓　
　
　

貴　

行 

¨
今
月
は
、
入
試
対
策
と
し
て｢

関
数
（
動
点
と

グ
ラ
フ
）｣

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
こ
の
問
題

は
、
点
数
に
大
き
く
差
が
つ
く
と
こ
ろ
で
す
。

二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
、
確
実
に
点
数
が

取
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

¨
ま
ず
一
つ
目
は
、
問
題
文
を
よ
く
読
ん
で｢

理

解｣

す
る
こ
と
で
す
。こ
れ
が
で
き
て
い
な
い
と
、

点
が
図
形
上
を
、
ど
の
よ
う
な
速
さ
で
ど
の
よ

う
に
動
く
の
か
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
二

つ
目
は
、
問
題
中
に
出
て
い
る
グ
ラ
フ
が
、
何

を
表
し
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。

把
握
す
る
こ
と
で
、
あ
る
区
間
の
グ
ラ
フ
を
、

式
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
類
題
や
過
去
問
を
繰
り
返
し
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。｢

理
解｣｢

定
着｣

さ
せ
て
、
本

番
で
得
点
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

中
３
国
語 

郡　

司　

浩　

行 

¨
今
月
は
、｢

公
立
高
校
入
試
対
策
（
説
明
文
）｣

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
ま
ず
、

都
県
ご
と
の
傾
向
を
し
っ
か
り
つ
か
み
ま
し
ょ

う
。
特
に
、
記
述
で
答
え
る
問
題
は
重
要
度
が

高
く
、
得
点
に
差
が
つ
き
や
す
い
部
分
で
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
目
す
る
・
接
続
語
の
意
味
や

働
き
に
気
を
つ
け
る
な
ど
の
基
本
を
き
ち
ん
と

押
さ
え
ま
し
ょ
う
。 

¨
日
曜
ゼ
ミ
で
は
、
時
間
配
分
を
意
識
し
て
解

く
こ
と
を
必
ず
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

解
答
・
解
説
を
熟
読
し
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
そ
の

解
答
に
な
る
の
か
完
全
に
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

先
生
に
質
問
し
て｢

理
解｣

し
ま
し
ょ
う
。
何
度

も
お
話
し
て
い
ま
す
が
、
文
中
に
書
か
れ
て
い

な
い
こ
と
は
質
問
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
問
題

と
し
て
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
疑
問
を
一
つ
ず
つ

ク
リ
ア
し
て
か
ら
、
次
に
進
み
ま
し
ょ
う
。
必

ず
正
答
率
が
上
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の

問
題
に
接
し｢

定
着｣

さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

中
３
理
科 

佐　

藤　

卓　

麻 

¨
今
月
は
、｢

自
然
界
の
生
物
の
は
た
ら
き
と
つ

り
合
い
・
自
然
と
科
学
技
術｣

を
学
習
し
ま
す
。

こ
の
単
元
は
、｢

生
態
系｣

を｢

理
解｣

す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
生
態
系
と
は
、
生
物
と
そ
の
ま

わ
り
の
大
気
や
土
、
光
、
水
な
ど
の
環
境
を
ひ

と
ま
と
ま
り
と
し
て
と
ら
え
た
も
の
で
す
。
生

態
系
に
は
、
生
産
者
・
消
費
者
・
分
解
者
が
お

り
、
無
機
物
か
ら
有
機
物
、
そ
の
有
機
物
か
ら

無
機
物
の
代
謝
が
営
ま
れ
、
物
質
が
循
環
し
て

い
き
ま
す
。
先
生
の
話
を
よ
く
聴
き
、
し
っ
か

り
と｢

理
解｣

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

¨
ま
た
、
こ
こ
はSD

G
s

と
関
連
が
深
い
で
す
。

例
え
ば
、
目
標

の｢
つ
く
る
責
任　

つ
か
う
責

12

任｣

で
す
。
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
、
生
ご
み

な
ど
を
廃
棄
物
と
す

る
の
で
な
く
、
堆
肥

と
す
る
こ
と
で
廃
棄

物
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。
自
分
で
も

考
え
、
よ
り｢

理
解｣

を
深
め｢

定
着｣

に
励

ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 

中
３
社
会 

前　

原　

圭　

太 

¨
今
月
は
、｢

公
立
高
校
入
試
の
学
習｣

に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分
が
受
験
す
る

都
県
の
公
立
高
校
の
入
試
の
傾
向
、
出
題
形
式

を
知
り
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
皆
さ
ん
が
こ
れ

ま
で
受
け
て
き
た
地
域
別
の
業
者
模
試(

栃
木
県

な
ら
下
野
新
聞
模
擬
テ
ス
ト
、
群
馬
県
、
茨
城

県
な
ら
統
一
テ
ス
ト
、
東
京
都
な
ら
Ｖ
も
ぎ)

が

役
に
立
ち
ま
す
。
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
模
試
は
、

該
当
す
る
地
域
の
公
立
高
校
と
同
じ
出
題
形
式

だ
か
ら
で
す
。 

¨
次
に
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
３
分

野(

地
理
・
歴
史
・
公
民)

の
中
で
、
自
分
が
特

に
苦
手
な
分
野
を
模
試
の
成
績
か
ら
把
握
し
ま

す
。
そ
こ
を
集
中
的
に
復
習
す
る
こ
と
で
、
総

合
問
題
で
も
、
分
野
別
問
題
で
も
、
ま
だ
ま
だ

得
点
を
伸
ば
す
こ
と
は
可
能
で
す
。
社
会
ほ
ど

｢

定
着｣

し
た
こ
と
が
結
果
に
現
れ
や
す
い
科
目

は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
ま
で
粘
り
強
く
、
勉
強

し
ま
し
ょ
う
。 

高
校
英
語 

福　

岡　

正　

樹 

¨
高
１
生
は
、｢

名
詞
・
冠
詞｣

を
学
習
し
ま
す
。

名
詞
に
は｢

可
算
名
詞｣

と｢

不
可
算
名
詞｣

が
あ

り
ま
す
。
ま
た｢

可
算
名
詞｣

はdesk

やdog

な
ど
の
普
通
名
詞
とfam

ily

とclass 

な
ど
の

集
合
名
詞
に
分
か
れ
ま
す
。｢

不
可
算
名
詞｣

は

w
ater

やsugar

な
ど
の
物
質
名
詞
、Tom

や

Japan

な
ど
の
固
有
名
詞
、love

やsuccess

な
ど
の
抽
象
名
詞
に
分
か
れ
ま
す
。
機
械
的
に

暗
記
す
る
の
で
は
な
く
、
単
語
カ
ー
ド
に
名
詞

を
書
き
出
し
、
友
達
と
ゲ
ー
ム
形
式
で
グ
ル
ー

プ
分
け
を
行
う
と
、
楽
し
く
身
に
着
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

¨
高
２
生
は
、｢

直
接
話
法｣

と｢

間
接
話
法｣

を

学
習
し
ま
す
。
こ
の
単
元
は
高
１
生
で
既
に
基

礎
を
学
ん
で
い
ま
す
が
、今
回
は｢

話
法
の
転
換｣

を
中
心
に
応
用
的
な
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

直
接
話
法
か
ら
間
接
話
法
に
転
換
す
る
際
に
注

意
す
る
点
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
伝
達
さ
れ
る
文

の
種
類
に
応
じ
た
適
切
な
伝
達
動
詞
・
接
続
詞

の
選
択
、
時
制
の
一
致
に
よ
る
動
詞
の
時
制
の

変
換
、
伝
達
す
る
人
の
立
場
か
ら
見
た
代
名
詞

の
変
換
で
す
。
こ
の
三
つ
を
し
っ
か
り
頭
に
入

れ
て
問
題
演
習
を
こ
な
す
こ
と
で
、｢

定
着｣

を

図
り
ま
し
ょ
う
。 

¨
高
３
生
は
、
１
月

日
（
土
）、

日
（
日
）

18

19

に
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
受
験
し
ま
す
。｢

共

通
テ
ス
ト
直
前
対
策
講
座｣

で
は
、
テ
ス
ト
＆
ゼ

ミ
形
式
で｢

予
想
問
題｣
を
演
習
し
、
解
答
・
解

説
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
１
月
中
旬
よ

り｢

国
公
立
大
学
二
次
試
験
対
策
講
座｣

も
開
始

さ
れ
ま
す
。こ
ち
ら
の
講
座
は｢

長
文
総
合
問
題｣

｢

英
作
文｣

を
中
心
に
扱
い
ま
す
。
記
述
問
題
は

満
点
を
狙
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
イ

ン
ト
を
は
ず
さ
ず
に
、

減
点
を
で
き
る
だ
け

抑
え
る
こ
と
を
意
識

し
て
、
答
案
を
作
成

す
る
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。 

 

高
校
数
学 

廻　

谷　

紀　

行 

¨
高
１
生
は
、
数
学
Ⅱ｢

複
素
数
と
方
程
式｣

を

学
習
し
ま
す
。
ま
ず
、
２
乗
し
て
マ
イ
ナ
ス
に

な
る｢

虚
数｣

が
登
場
し
、
実
数
と
虚
数
を
合
わ

せ
た｢

複
素
数｣

の
概
念
を
学
び
ま
す
。
こ
の
複

素
数
と
、
そ
の
あ
と
出
て
く
る
２
次
方
程
式
に

つ
い
て
の
様
々
な
性
質
や
定
理
は
、
今
後
ほ
か

の
分
野
の
学
習
に
も
用
い
ら
れ
る
重
要
な
も
の

で
す
。
確
実
に｢

理
解｣

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

後
半
に
は
３
次
以
上
の
方
程
式
で
あ
る｢

高
次
方

程
式｣

の
解
法
を
学
び
ま
す
。
今
後
は
解
け
て
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
演
習
を
通

じ
て
し
っ
か
り｢

定
着｣

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

¨
高
２
生
は
、
数
学
Ｂ｢

統
計
的
な
推
測｣

を
学

習
し
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
高
１
生
の

と
き
に
学
ん
だ｢

確
率｣

と｢

デ
ー
タ
の
分
析｣

を

合
わ
せ
て
、
そ
こ
に
統
計
的
な
知
識
を
加
え
た

単
元
に
な
り
ま
す
。
前
半
で
は
ま
ず
確
率
変
数

・
確
率
分
布
と
い
う
概
念
を
学
び
、
そ
の
期
待

値
や
分
散
、
標
準
偏
差
を
計
算
す
る
こ
と
が
目

標
で
す
。
変
数
に
よ
っ
て
は
膨
大
に
な
る
計
算

を
、
早
く
正
確
に
こ
な
せ
る
よ
う
計
算
練
習
を

た
く
さ
ん
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
た
な

確
率
変
数
と
し
て
連
続
型
確
率
変
数
が
登
場
し
、

そ
の
代
表
的
な
分
布
で
あ
る
正
規
分
布
が
登
場

し
ま
す
。
そ
の
分
布
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

を｢

理
解｣

し
、
日
常
生
活
に
お
け
る
事
象
の
考

察
に
活
用
で
き
る
よ
う｢

定
着｣

を
図
っ
て
く
だ

さ
い
。 

¨
高
３
生
は
、
い
よ
い
よ
共
通
テ
ス
ト
受
験
で

す
。
こ
れ
ま
で
勉
強
し
て
き
た
こ
と
、
勉
強
し

て
き
た
自
分
自
身
を
信
じ
て
、
力
の
限
り
を
尽

く
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
１
月
末
か
ら
は
私
立

大
学
の
入
試
が
始
ま
り
ま
す
。
共
通
テ
ス
ト
の

結
果
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
次
に
向

け
た
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し
ょ
う
。 

  　自己学習能力を育てよう

高 

校 

部
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　 開倫塾の「学習の３段階理論」である「理解」・「定着」・「応用」を塾生の皆さんに身に着けていただけるように指導して
います。「自分から進んで学ぶ力」・「主体的に学ぶ力」、つまり「学力」を身に着けて、夢を実現させるために一緒にがんば

 りましょう！　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      高根沢校校長　 谷田貝 友紀

  　塾 生 の ひ ろ ば

◆僕は、英語や国語の小テストで満点を取るために、休日に漢
字練習や単語練習をしています。その勉強は、定期テストでも役
に立っています。 

中２　 Ｎ・Ｋ 
 
◆テスト２週間前には、過去問などを解き、間違えたところを復習
しています。また、英単語を覚えるために、教科書や塾のテキスト
を声に出して読んでいます。 

中２　 Ｈ・Ｒ 
 
◆英語は、教科書や塾のテキストを音読して覚えます。また、塾
の確認テストでできなかった問題は、たくさん書いて覚えるという勉
強をしています。 

中２　 Ｉ・Ｒ 
 
◆テスト前には、学校のワークを繰り返し解き、間違えたところを
中心に勉強しています。また、塾のテキストの問題でそれと似た問
題を解いています。 

中２　 Ｓ・Ａ 
 
◆部活動がある日もきちんと勉強する時間をとるようにしていま
す。学校のワークや塾のテキストを解き、問題と解き方を暗記する
つもりで取り組んでいます。 

中２　 Ｓ・Ｍ 

◆苦手教科の社会は、毎日、復習を最低１時間やります。テス

ト週間では、学校のワークを全教科、最低２周します。社会は塾
のテキストと学校のワークを５周します。 

中３　 Ｗ・Ｋ 
 
◆私は一通り問題を解いた後に、できなかったところを重点的に
復習しています。また、それでも分からなかったときは、先生に質問

するように心掛けています。 
中３　 Ｉ・Ｓ 

 
◆まず、テストや宿題などで間違えた問題や理解していないところ

をまとめておきます。そして、まとめたものを中心に問題を繰り返し
解くようにしています。 

中３　 Ｍ・Ｃ 
 

◆英語は、授業で配られた英単語のプリントを単語帳に写して、
スペルを覚えるまで練習しています。そのときは、声を出しながらや

るようにしています。 
中３　 Ｍ・Ｙ 

 
◆僕は、学校のワークと塾のテキストの問題を繰り返し解いていま

す。そして、間違えた問題をノートにまとめ、定着させています。 
中３　 Ｍ・Ｋ 

 

◆私は、数学が苦手なので、授業があった日に復習をします。ま
た、分からなかったところは先生に質問をして、次はできるようにし

ています。 
中３　 Ｔ・Ａ 

 
◆歴史を勉強するときには、すぐに問題を解くのではなく、教科書

を一度読んでから、解くようにしています。大まかな流れを知ってか
らのほうが覚えやすいからです。 

中３　 Ｎ・Ｍ 
 

◆私は、朝のほうが暗記しやすいので、朝早く起きて、家と学校で
30分ずつ勉強しています。朝は歴史や英単語を暗記し、夜は計

算問題を解いています。 
中３　 Ｎ・Ｒ 

 
◆下野模試や実力テストの英語では、最後まで終わらないことが

あります。そこで、問題に慣れるために塾のテキストや過去問を解
いています。 

中３　 Ｃ・Ｋ 
 

◆私は、問題を解き始める前に、単語練習や漢字練習、計算
練習をするようにしています。それから、学校のワークなどの問題を

解くと、集中して取り組むことができます。 
中３　 Ｍ・Ｔ 
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１月日程表
１ 水 正月特訓③　元旦　　　　　　　　　③

２ 木 正月特訓④　　　　　　　　　　　　④

３ 金 正月特訓⑤　　　　　　　　　　　　⑤

  冬期講習⑤(栃木･群馬) 　      　  
４ 土 茨城統一テスト(中３)⑦(中１･２)⑥ ①  

栃木放送開倫塾の時間  　

５ 日 冬期講習⑥(栃木･群馬)⑤(茨城)     ②

６ 月 冬期講習⑦(栃木･群馬)⑥(茨城)     ③

  冬期講習⑦(茨城) 
７ 火                             　 ④ 

開倫模試(栃木･群馬･全塾生)

８ 水 開倫模試(茨城･全塾生)

９ 木 ３学期授業スタート

10 金

  中３土曜ゼミ⑬(栃木･茨城)⑭(群馬)    
11 土 中３入試対策ゼミ⑱(東京) 

栃木放送開倫塾の時間

  中３日曜ゼミ⑤ 12 日  
都立Ⅴもぎ①

13 月 成人の日　授業あり(栃木･茨城)

14 火

15 水

16 木

17 金

  中３土曜ゼミ⑭(栃木･茨城)⑮(群馬) 
  月例テスト　　　　 

18 土   
中３入試対策ゼミ⑲(東京) 

栃木放送開倫塾の時間              

  下野模試(中３)⑥       
  群馬県統一テスト(中３)⑨　　　　 

19 日   
中３日曜ゼミ⑥(茨城) 

都立Ⅴもぎ②

20 月

21 火

22 水

23 木

24 金

  第３回英検１次    
25 土 中３土曜ゼミ⑮(茨城)⑯(群馬) 

栃木放送開倫塾の時間

  中３日曜ゼミ⑥(栃木･群馬)       
26 日 茨城統一テスト(中３)⑧        

北辰テスト(中３)⑧

27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

※11月30日現在の予定です。

<

冬
期
講
習
第
２>

(

東
京)

　

(

東
京) 

<

正
月
特
訓>

 

学力の向上を目指して… 

私の勉強方法　 No.193  
 

那須塩原市立日新中学校(黒磯校) ３年  

Ｅ・Ｓ  

 

１．何回も書く 

　私の勉強方法は三つあります。一つ目は、何回も書く

ことです。具体的にどれくらいの量を書くかというと、

家ではタイマーを１分または２分にセットして、時間内

にノートやプリントの裏などにたくさん書きます。学校

にいる場合はタイマーを使うことは

難しいため、ノートの横線の４本目

まで書く、または、時計を見て書く

ようにしています。どうしても覚え

るのが難しい単語などは単語帳に書

き、寝る前や、授業の休み時間など

に少し見るようにしています。 

 

２．印をつける　 

　二つ目は、間違えた問題に印をつけることです。特に

おすすめなのは「正」の字です。なぜなら、「正」を使

うことによって何回間違えたのかをすぐに知ることがで

きるからです。何回間違えたのかを知ることができれば、

優先順位を簡単につけられるというメリットがありま

す。例えば、１回間違えた問題と10回間違えた問題があ

ったとします。時間がある場合は、10回間違えた問題を

じっくり解くことが可能です。時間がない場合は、どれ 

を解けばよいかを簡単に見

分けることができ、時間を

無駄なく使うことができま

す。 

 

３．すぐにパスする　 

　三つ目は、わからない問題は悩まずにパスをして、別

の問題を解くことです。なぜなら、少し考えてもわから

ない問題は、長い時間考えてもわかる可能性は低いと考

えているからです。そして、すぐ

にパスをすると、答えを見て理解

する時間が増えます。 

　これらのことを心掛けて、これ

からも勉強を頑張りたいと思いま

す。

　CRT 栃木放送｢開倫塾の時間｣・ラジオ栃木放送(1530kHz、1062kHz、864kHz http://www.crt-radio.co.jp/)毎週土曜日午
前９時15分～25分。塾長林明夫が、塾生だけでなく社会人も含めて一生涯活用できる「効果の上がる勉強方法とは何
か」をテーマに、38年間語り続けている世界に１つしかないラジオ番組です。 


